
内
閣
衆
質
一
五
八
第
九
号

平
成
十
五
年
十
二
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
枝
野
幸
男
君
提
出
簡
易
生
命
保
険
約
款
及
び
保
険
料
の
算
出
方
法
書
の
変
更
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
九
日
受
領

答

弁

第

九

号



衆
議
院
議
員
枝
野
幸
男
君
提
出
簡
易
生
命
保
険
約
款
及
び
保
険
料
の
算
出
方
法
書
の
変
更
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
、
「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
と
の
方
針
の
下
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
郵
政
民
営

化
の
具
体
案
の
検
討
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

第
百
五
十
六
回
国
会
に
お
い
て
保
険
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
に
係
る
法
案

を
提
出
し
た
の
は
、
我
が
国
の
生
命
保
険
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
保
有
契
約
高
の
減
少
や
株
価
の
低
迷
等
に
加
え
、
超
低
金

利
の
継
続
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
逆
ざ
や
」
問
題
に
よ
り
、
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
中
で
、
特
定
の
保
険
会
社
を
想

が
い

定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
保
険
業
の
継
続
が
困
難
と
な
る
蓋
然
性
の
あ
る
保
険
会
社
に
つ
い
て
、
保
険
契
約
者
等
の

保
護
の
観
点
か
ら
、
契
約
条
件
の
変
更
を
可
能
と
す
る
手
続
等
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
新
型
終
身
保
険
」
は
、
近
年
に
お
け
る
保
険
需
要
の
動
向
に
か
ん
が
み
、
簡
易
生
命
保
険
の
加
入
者
に
対
す

一



る
保
障
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
の
簡
易
生
命
保
険
契
約
の
急
激
な
落
ち
込
み
を
緩
和
す
る
た
め
、
簡
易
生
命

保
険
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
る
保
険
の
種
類
（
以
下
「

保
険
種
類
」
と
い
う
。
）
や
保
険
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
終
身
保
険
を
改
善
し
た
い
と
の
日
本
郵
政
公
社
の
認
可
の
申
請

を
受
け
、
総
務
大
臣
が
、
同
法
第
百
二
条
第
三
項
及
び
第
百
三
条
第
三
項
に
定
め
る
基
準
に
の
っ
と
っ
た
審
査
を
行
い
、
そ

の
権
限
に
基
づ
き
認
可
し
た
も
の
で
あ
る
。

政
府
に
お
い
て
は
、
「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
と
の
方
針
の
下
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
郵
政
民
営

化
の
具
体
案
の
検
討
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
民
営
化
に
向
け
て
日
本
郵
政
公
社
の
経
営
悪
化
を
防
止
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
今
回
の
認
可
が
直
ち
に
こ
う
し
た
方
針
と
矛
盾
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

「
新
型
終
身
保
険
」
に
つ
い
て
は
、
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会
が
生
命
保
険
会
社
の
販
売
す
る
定
期
保
険
特
約
付
終
身
保

険
と
直
接
競
合
す
る
と
し
て
商
品
改
定
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
両
者
の
間
に
は
仕
組
み
や
平
均
保
険

金
額
の
見
込
額
に
違
い
が
あ
り
、
ま
た
、
日
本
郵
政
公
社
は
そ
の
販
売
の
大
宗
が
既
存
の
簡
易
生
命
保
険
の
保
険
種
類
か
ら

の
代
替
に
よ
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
総
務
大
臣
が
、
民
間
生
命
保
険
業
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

二



な
い
と
の
前
提
の
下
で
、
そ
の
権
限
に
基
づ
き
認
可
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

簡
易
生
命
保
険
と
し
て
提
供
で
き
る
保
険
種
類
や
保
険
金
額
は
、
関
係
省
庁
と
の
調
整
も
経
た
上
で
定
め
ら
れ
た
簡
易
生

命
保
険
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
法
令
の
範
囲
内
で
の
簡
易
生
命
保
険
約
款
及
び

保
険
料
の
算
出
方
法
書
の
変
更
認
可
は
総
務
大
臣
の
権
限
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
制
度
自
体
に
根
本

的
な
欠
陥
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

な
お
、
政
府
に
お
い
て
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
郵
政
三
事
業
を
民
間
市
場
シ
ス
テ
ム
に
吸
収
統
合
し
経
済

活
性
化
を
実
現
す
る
こ
と
、
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
等
と
の
整
合
性
の
と
れ
た
改
革
を
行
う
こ
と
、
国
民
に
と
っ
て
の
利
便
性

に
配
慮
し
た
形
で
改
革
を
行
う
こ
と
等
の
基
本
原
則
に
沿
っ
て
、
郵
政
民
営
化
の
具
体
案
の
検
討
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

三


